
－’￣クークー〃￣〃」

勝沼小学校
一夕￣’￣グークーグコ

｢自分の思いをもち，豊かに表現する児童の育成」

～「書くこと」の力を伸ばす授業づくりを通して～

Ｉ研究の内容

１研究の具体的内容と方法

（１）児童の実態把握の調査・分析

（２）「書くこと」の学習内容や指導方法についての理論研究

（３）「書くこと」の力を伸ばす授業づくりをし，授業研究で検証する

（４）読書活動や言語環境づくりの推進

（５）一人一実践を公開し，教師としての力量を高める

（６）ＮＩＥ実践校としての研究

（７）「外国語活動」についての研修

２研究実践

（１）理論研究

６月９日 ｢ＮＩＥの活動と小学校におけるＮＩＥの実践について」

講師；ＮＩＥアドバイザー渡邊節子先生

｢『書くこと』の授業づくりと『書くこと」の学習におＩ「書くこと」の授業づくりと「書くこと」の学習における課題につ

いて」

講師；義務教育課保坂伸指導主事

峡東教育事務所小林俊彦指導主事

６月２５日

（２）授業研究

【低学年ブロック】

第３学年教材名「食べ物はかせになろう」 授業者堀井勝彦教諭

目指す言語能力自分の考えが明確になるように，段落の役割を理解し，段落に

注意して文章を書く力

（指導助言；峡東教育事務所原喜雄主幹指導主事）

【高学年ブロック】

第６学年教材名「自分の考えを発信しよう」 授業者小川洋子教諭

目指す言語能力自分の考えを明確に表現するため，文章全体の構成の効果を考

える力

（指導助言；|侠東教育事務所小林俊彦指導主事）

（３）ＮＩＥの実践
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○新聞に関するアンケートの実施

○各学年でのＮＩＥの実践

○新聞の閲覧場所の設置

○職員による新聞記事の紹介「知っているかな，こんな記事」

（４）読書活動と言語環境づくり

昨年度までの研究の成果を生かし，読書活動では目標読みやブックウォークに，

言語環境づくりでは詩・短歌・俳句などの暗唱検定に取り組んだ。

Ⅱ成果と課題

１成果

初年度の研究として，昨年度までの本校の研究の成果を十分にふまえた研究であり，

講師を招聰しての基礎研究と授業研究を中心とした実践研究を充実させることができ

た。また，ＫＪ法を使っての教師からみた児童の実態把握を行い，みんなで共通して

課題を明らかにできたことにより，「書こうとする意欲をもたせる授業」「どのよう

に書いたらよいかが分かる授業」「書くことが苦手な子への支援」という３点を授業

づくりの視点として確認することができ，それらを検証するために３学年と６学年の

国語科で授業研究を行った。さらに，ＮＩＥの活動と絡めて，各学年で書く機会を工

夫して創り出すことができた。それらの取組により，子どもたちの「書くこと」への

抵抗感が少なくなっていくことがわかった。

ＮＩＥの実践は，初年度ということで「新聞に親しむ」ことを目標に取り組んでき

た。各学年で様々な活動に取り組むことができ，子どもたちが新聞に親しむことがで

きた。

２課題

日常の児童の実態やＣＲＴ・学力テストなどの資料からくわしい実態把握に努め，で

きたら本校児童の課題が焦点化でき，取組の方向性が共通理解できれば効果的である。

Ⅲ成果物

１第１学年国語科学習指導案教材名「日づけとよう日」

２第２学年算数科学習指導案教材名「九九をつくろう」

３第３学年国語科学習指導案教材名「食べ物はかせになろう」

４第４学年算数科学習指導案教材名「計算の約束を調べよう」

５第５学年国語科学習指導案教材名「物語を作ろう」

６第６学年国語科学習指導案教材名「自分の考えを発信しよう」

７第５学年理科学習指導案教材名「おもりのはたらき」

８たんぽぽ教室算数科学習指導案教材.名「折れ線グラフ」

９コスモス教室算数科学習指導案教材名「比べ方を考えよう」

１０ＮＩＥの実践記録

（研究主任 古屋宏記）
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